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はじめに 

 

本報告書は、杜の街開発事業(旧名称：河芸グリーンガーデン複合開発事業)が実施されるにあ

たり、「河芸グリーンガーデン複合開発事業に係る環境影響評価書(以下、「評価書」という)」に

記載した「事後調査実施計画書」に従い、工事中に行うとした水質調査及び特筆すべき動物調査、

並びに供用後に行うとした水質調査の平成 25年度調査結果について記載したものです。 

なお、調査及びとりまとめは、一般財団法人三重県環境保全事業団が行いました。 
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3 水 質 

3-1 調査概要 

Ⅱ期及びⅢ期工事区域での工事を受け、評価書の事後調査実施計画に示した各流域の最終沈砂

池出口において、降雨時または降雨後の流出水の浮遊物質量(SS)等の測定を実施しました。 

また、Ⅰ期工事区域については、工事も完了しほぼ全域で供用が開始されていることから、処

理水放流先河川である田中川の放流口前後において、晴天時に調査を実施しました。 

 

3-2 調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表 3-1 に示したとおりです。 

また濁水調査にあたっての調査 3日前からの降雨状況を表 3-2 に示しました。 

 

表 3-1 調査年月日及び調査内容 

調査内容 調査年月日 

工
事
中 

濁水調査(降雨時) 

平成 25年 6 月 12 日 

平成 25年 8 月 6 日 

平成 25年 10 月 10 日 

平成 25年 12 月 19 日 

平成 26年 2 月 15 日 

平成 26年 2 月 28 日 

供
用
後 

処理水調査(晴天時) 

(田中川の排水合流前・合流後)

平成 25年 5 月 27 日 

平成 25年 8 月 29 日 

平成 25年 11 月 22 日 

平成 26年 2 月 24 日 

 

表 3-2 降雨状況 

観測所名：津                          単位：㎜／日 

測定日 調査当日 調査前日 調査 2日前 調査 3日前

平成 25年 6 月 12 日 2.0 11.0 0.0 0.0

平成 25年 8 月 6 日 15.5 1.0 12.0 0.0

平成 25年 10 月 10 日 13.5 5.5 1.0 0.0

平成 25年 12 月 29 日 6.5 18.0 0.0 0.0

平成 26年 2 月 15 日 6.5 32.0 0.0 0.0

平成 26年 2 月 28 日 0.0 11.0 0.0 0.0

出典：気象庁ホームページ(電子閲覧室)より 
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3-5 調査結果 

(1) 工事中の濁水 

① 調査結果 

SS、濁度の調査結果は表 3-4、5に示したとおりです。 

調査結果、調整池での降雨時のSS濃度の最大値は2月15日調査時の№5沈砂池出口で36mg/L、

濁度も同日の 37度でした。 

また、田中川での SS 濃度の最大値は、2 月 15 日調査時で、濁水流入前の田中川 2(上流側)の

47mg/L、濁度も同日同地点の 31度でした。 

次に、今回の結果を評価書における予測結果（Ⅱ、Ⅲ期工事実施時の SS 濃度予測結果：降水量

40mm/日)と比べてみると、今回の調査時の雨量は予測時よりもやや少ない状況ではありますが、

№2、№4沈砂池出口では予測結果を下回る値となりました。№5 沈砂池出口では一部で予測結果

を上回る値がみられました。 

田中川(下流側)においては全ての調査時で予測結果(20mg/L)を下回る値でした。 

採水状況等の調査風景は、資料編の写真 2-1-1～30 に示したとおりです。 

 

表 3-4 水質調査結果(SS) 
単位：mg/L  

   時期 

 

 

地点 

降雨時 
評価書予測結果 

（第Ⅲ期工事中）注

6/12 8/6 10/10 12/19 2/15 2/28 
雨量 

40 ㎜/日 

№２ 6.3 7.9 17 9.2 12 14

23 №４ 8.3 4.9 5.9 4.6 18 8.0

№５ <1.0 1.1 2.8 2.2 36 1.4 

田中川 1 

(下流側) 
13 13 8.9 5.2 19 7.5 20 

田中川 2 

(上流側) 
17 14 8.7 5.0 47 4.9 － 

注：第Ⅱ・Ⅲ期工事実施時の予測結果を示した。 

 

表 3-5 水質調査結果(濁度) 
                                       単位：度  

   時期

地点 
降雨時 

濁度 6/12 8/6 10/10 12/19 2/15 2/28 

№２ 6.1 10 30 23 18 18

№４ 3.7 3.9 6.1 6.2 16 3.1

№５ <1.0 <1.0 2.4 1.8 37 <1.0

田中川 1 

(下流側) 
5.2 12 9.4 9.4 16 6.0

田中川 2 

(上流側) 
6.6 6.2 6.3 5.8 31 3.1
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② 濁水対策 

今回の SS濃度の結果を受けて、昨年度に引き続き濁水対策を次のとおり実施しました。 

・沈砂池の堆積土砂の浚渫を行った。 

・放流部にろ過機能となる砕石パック等を設置した。 

・造成後の裸地部については早期緑化に努め、濁水負荷軽減に努めた。 

 

③ 今後の対策 

今回の調査結果を昨年度の結果と比較すると、表 3-6 に示したとおり全ての地点で概ね昨年度

の結果を下回る値となりました。 

現在、造成途中の工事区域は存在しますが、重機の稼働が伴う工事中の区域はないことから、

それぞれの沈砂池出口での値が低くなったものと考えられます。 

今後、これらの工事区域の宅地整備がすすむことによりさらに濁水の流出は抑えられるものと

考えられます。 

なお、濁水の流入する田中川下流の地域住民や漁協等から、これまで苦情等を受けることはあ

りませんが、今後も調査を継続するとともに、巡回・監視等や必要に応じて濁水負荷軽減措置を

講じるものとします。 

 

表 3-6 昨年度調査結果との比較 
単位(SS：mg/L、濁度：度) 

項目

 

地点 

平成 25年度 平成 24年度 

SS 調査結果 濁度調査結果 SS 調査結果 濁度調査結果 

降雨時 降雨時 

№2 
11 

（6.3～17） 

18 

（6.1～30） 

20 

(9.0～37) 

20 

(11～27) 

№4 
8.3 

（4.6～18） 

6.5 

（3.1～16） 

60 

(14～150) 

37 

(5.2～120) 

№5 
8.7 

（1.1～36） 

14 

（1.8～37） 

1.7 

(<1.0～3.5) 

1.2 

(<1.0～2.1) 

田中川１ 

(下流側) 

11 

（5.2～19） 

9.7 

（5.2～16） 

24 

(11～62) 

13 

(6.2～25) 

田中川２ 

(上流側) 

16 

（4.9～47） 

9.8 

（3.1～31） 

20 

(10～34) 

14 

(4.8～49) 
    ※数値は「平均値(最小値～最大値)」 
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(2) 供用後の水質 

供用後の水質調査結果は表 3-7 に示したとおりです。 

排水流入後の田中川下流側（田中川 1）では、pHが 7.7～9.9、BOD が 1.8～4.8mg-O/L、COD が

3.1～9.6mg-O/L、SS が 4.2～15mg/L、T-N が 0.86～1.8mg-N/L、T-P が 0.098～0.15mg-P/L の範囲

でした。排水流入前の田中川上流側（田中川 2）では、pH が 7.5～7.8、BOD が 0.8～1.5mg-O/L、

COD が 2.4～6.5mg-O/L、SS が 2.5～6.3mg/L、T-N が 0.54～0.63mg-N/L、T-P が 0.037～0.10mg-P/L

の範囲でした。 

今回の値を表 3-8 に示す評価書の供用時(田中川下流)の水質予測結果と比較すると、全ての項

目で予測結果を下回る値でした。 

なお、評価書においては田中川での農業利水への影響を考慮し、保全対策として施設からの排

水の放流先の変更を行っています。 

採水状況等を調査風景は、資料編の写真 2-1-31～38 に示したとおりです。 

 

表 3-7 水質調査結果(供用後の排水) 

調査日・地点

項目・単位 

5月 27 日 8 月 29 日 11 月 29 日 2 月 24 日 

田中川１

（下流）

田中川２

（上流）

田中川１

（下流）

田中川２

（上流）

田中川１

（下流）

田中川２ 

（上流） 

田中川１

（下流）

田中川２

（上流）

水素ｲｵﾝ濃

度(pH) 
  7.7 7.6 9.9 7.5 8.1 7.7 8.1 7.8

生物化学的

酸素要求量 

(BOD) 

mg-O/L 4.8 1.0 2.6 1.4 2.9 1.5 1.8 0.8

化学的酸素

要求量

(COD) 

mg-O/L 9.6 6.5 6.3 3.7 4.2 3.1 3.1 2.4

浮遊物質量

(SS) 
mg/L 12 6.3 15 4.6 4.2 4.7 4.7 2.5

n-ﾍｷｻﾝ抽出

物質 
mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

全窒素 mg-N/L 1.1 0.61 0.86 0.54 1.8 0.63 1.6 0.56

全燐 mg-P/L 0.10 0.079 0.14 0.099 0.15 0.060 0.098 0.037

溶存酸素 mg-O/L 9.0 8.0 9.0 5.0 13 10 13 12

大腸菌群数

(MPN) 
MPN/100mL 54000 3500 220 2200 5400 540 79 70

流量 m３/分 3.0 1.6 3.0 1.0 2.8 1.3 2.2 1.2

 

表 3-8 田中川における水質の予測結果(供用時) 

項 目 単位 春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

BOD mg/L 6.0 4.3 2.9 3.2 

COD mg/L 11 11 4.3 7.2 

T-N mg/L 3.0 2.9 2.0 4.1 

注：予測は事業区域からの排水負荷が最大と予想される平成 17年度について行

っている 
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4 特筆すべき動物 

4-1 オオタカ、ハイタカ、チョウゲンボウ 

4-1-1 調査概要 

評価書の現況調査(以下「現況調査」という)において生息を確認したオオタカ、ハイタカ、チ

ョウゲンボウについて、当該地域の利用状況を把握するため、事業実施区域及びその周辺におい

て調査を実施しました。 

 

4-1-2 調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表 4-1-1 に示したとおりです。 

 

表 4-1-1 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 26年 3月 14 日 定点観察調査(8:00～16:00) 

 

4-1-3 調査場所 

調査定点は図 4-1-1 に示したとおり、事業実施区域のうち、工事に着手していない西側区域を

中心に 4地点設定しました。 

 

4-1-4 調査方法 

各調査地点において事業実施区域及び事業実施区域周辺における対象種の出現状況（飛翔等の

行動）を記録しました。 

なお、調査には 8倍程度の双眼鏡、25～30 倍程度の望遠鏡を用いて実施するとともに、各調査

員間は無線機を用い、互いに連絡をとりながら対象種の行動を詳細に把握することとしました。 
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4-1-5 調査結果 

本調査の結果、調査対象種 3種(オオタカ、ハイタカ、チョウゲンボウ)のうち、オオタカ、ハ

イタカの生息を確認しました。 

確認状況は表 4-1-2 及び図 4-1-2 に示したとおりであり、飛翔や探餌行動の確認のみで、繁殖

を示唆する行動(巣材運び等)は確認できませんでした。 

また、チョウゲンボウについては本調査とは別の時期（平成 26年 2月 12 日）ではありますが、

同表・同図に示したとおり 1個体を確認しました。 

なお、事後調査開始時からの確認状況を表 4-1-3 に示しましたが、確認できる年とできない年

があるものの、当該地域周辺の環境に大きな変化はみられないことから、今後も当該地域はこれ

らの種の餌場の一部等として利用されるものと考えられます。 

調査状況は資料編の写真 2-2-1～4 に示したとおりです。 

 

表 4-1-2 オオタカ・ハイタカ確認状況 

№ 種名 確認時間 雌雄・成幼 確認状況 

1 ハイタカ 8:41～8:41 雌・不明 
事業実施区域西側の林縁を、風にあおられながら

北西方向へ飛び去った。 

2 ハイタカ 11:15～11:16 雌・不明 

事業実施区域西側で旋回しながら東方向へ風に

流されている個体を確認。そのまま東方向へ飛び

去った。 

3 ハイタカ 13:24～13:25 雌・若鳥 
「2」よりやや西側付近から出現し、北へ飛翔し

たのち東に向きを変え、そのまま飛び去った。 

4 ハイタカ 13:55～13:55 不明・不明
事業実施区域南西側から北へ飛翔している個体

を確認。すぐに林で消失。 

5 オオタカ 14:03～14:03 不明・不明
事業実施区域の南側区域外上空を飛翔中の個体

を確認。すぐに林で消失。 

6 ハイタカ 14:47～14:47 雌・成鳥 
事業実施区域西側を北西方向へ飛翔している個

体を確認。そのまま北西方向へ飛び去った。 

7 オオタカ 15:22～15:24 雄・不明 
「5」と同じ付近で飛翔中の個体を確認。そのま

ま南東方向へ旋回しながら飛び去った。 

8 ハイタカ 15:48～15:48 不明・不明
事業実施区域西側の水田より飛び立ち、すぐ東方

向へ飛び去った。 

9 チョウゲンボウ
(H26.2.12) 

14:10～14:10
不明・不明

事業実施区域の南側区域外道路上を南方向へ飛

翔する個体を確認。そのまま南方向へ飛び去っ

た。 

注：表中の№は図 4-1-2 中の№に対応。 

 




